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小久井農場で

発展させて

地域の農業者
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 平坦部に比べ決して有利とは言えない営農条件の中で、小久井農場が収益を確保するために選

んだのが、コメの直接販売でした。平成 11 年、現社長の孝幸氏の就農を機にライスセンターを

設置し、庭先での販売を始めます。良質な自家配合の堆肥と山間地を流れる綺麗な水で栽培され

るコメの評判は、地域住民を中心に口コミで広がりました。評判を聞きつけた市内の飲食店から

も引き合いがあり、現在では生産したコメの８割を直接販売しています。 

 小久井農場では、販売部門の更なる強化と規模拡大に向け平成 15 年に法人化しました。販売

面では、以前から自家用に醸造していた味噌を本格的に売り出すため、加工業者と検討を重ねて

商品化しました。また、経営面でも３人の後継者が就農し、増加する受託水田に対応可能な作業

体制が確立されました。 

 

 

 

法人化後もコメの購入者は着実に増えていた小久井農場でした

が、近年は受託面積が急増しており、新たな顧客の掘り起こしが必

要となっていました。そのような折に、国が農業者の６次産業化を

支援する施策を開始します。従来から味噌作りに取り組んでいた小

久井農場でも、味噌の販売強化並びにコメの新たな顧客獲得を目的

に「六次産業化法に基づく総合化事業計画」の認定を受けて平成 25

年に農産物直売所（以下、直売所）をオープンさせます。 

現在、直売所では自社生産のコメや味噌だけでなく、地元農家が生産する農産物も積極的に販

売しています。「小久井農場としての経営の柱は、あくまでコメと味噌なので、委託販売での利

益は考えていない。それよりも、直売所の商品ラインナップを増やすことが重要」と孝幸氏が語

るように、直売所への出荷手数料は低めに設定されています。そ

のため、地域の小規模農家を中心に出荷者が増えており、新たな

販売チャンネルとして期待されています。また、消費者からも新

鮮な地元産野菜が手に入ると人気を博しており、商品によっては、

午前中の早い時間に完売してしまうそうです。 

 

 

 

小久井農場では、地元の小中学校の生徒を含め年間 5,000 名近い学生の体験学習を受け入れて

います。さらに直売所の開設以来、餅つき大会や収穫祭といったイベントを定期的に開催してい

ます。参加者は毎回増加しており、平成 26 年 10 月に開催し

た収穫祭では、4,000 名近い参加者が集まったそうです。 

孝幸氏は、「資材や人件費を考えるとイベント自体は毎回採

算割れだが、地域の農業や食文化を考えるきっかけになれば」

とイベント開催の意義を教えてくれました。 
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